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へのご協力のお願い
支え合いマスクプロジェクト実行委員会
現在、新型コロナウイルスの世界中での感染拡大を受け、日本でも毎日報道がされております。このような中で、市民一人一人がストレスを感じ、ともすれば互いの信頼関係さえも希薄になる場面も出てきています。このような時こそ、小さくても良いので静岡市民が支え合う取り組みを行い、人の善意をお互いが感じられる活動が必要と考えます。
今、マスクの入手が困難になっています。そこで、静岡市民と各団体が協力し、マスクの「手作り」活動を行ない、地域の健康を自らの手で支え合うプロジェクトを作りました。
静岡市の中で素晴らしい活動をしている様々な奉仕団体が、このような大きな危機に直面した今、共に活動し支え合いの輪を広げていきたいと考えておいます。是非「支え合いマスクプロジェクト」実行委員会へのご協力をよろしくお願いします。
記
1，プロジェクトの目的
1 マスクを通じて、市民がお互いに健康を守るために、支え合う意識の啓発。
2 マスク不足で困っている方々へ、市民のボランティア活動による手作りマスクを提供。
3 家庭用手作りマスクの作り方を普及させ、マスク不足に対応。
2，プロジェクト事業内容
1 HP及びYouTubeを通じ静岡市民に「支え合い手作りマスク運動」を啓発。
2 贈答用の布マスク、自分用には紙マスクつくりを推奨
3 HPより材料要望を受付、無償で材料を郵送にて送付。（各5枚以上）
4 完成品の写真を、SNS等にもアップを依頼。その他、自作マスクも広く投稿依頼。
5 贈答用の布マスクを回収後、社会福祉協議会を通し施設寄付に回す。
6 布地の寄付を募集、材料購入の為の寄付を広く募集。
3，プロジェクト活動期間
1 4月上旬より5月中旬まで（延長有）
★皆様へ協力をお願いしたい事★
1 協力団体・会社として名義使用の協力：
この運動の主旨に賛同していただける団体は、協力団体・会社として名義使用の協力をお願いいたします。
2 協力金の寄付のお願い：
布マスクの生地購入用の資金が必要です。ご協力お願いします。
3 マスクつくり活動への協力とSNS参加（布・紙マスク）
贈答用の布マスク、自分用紙マスクで静岡マスクつくり活動を盛り上げてくれる団体・会社・個人の方を募集します。
1項目でも複数でも結構です。協力いただける方は下記アドレスまでお願いします。
支え合いマスク実行委員会　shizuokamask@gmail.com
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この事業のポイント
（１）「支え合い」が中心コンセプト
マスクの需給や効果も大事。でも今「マスクが足りない」と困っている人もいます。そんな中で、私たちが大切にしたいのが静岡市民の「支え合い」の心です。感染の不安でいっぱいだからこそ、困っている人に手作りのマスクをお届けしたり、できる人は自分でマスクつくりにチャレンジする。みなさんの参加でマスクつくり活動に取り組んでいきたいと思います。そして、この状況の中、静岡市の手作りマスクを私たち市民の「支え合い」のシンボルにしていければと考えています。
（２）全市民的な参画
支え合いの全市民的なプロジェクトとして、年齢や立場を超えた参画を幅広く呼び掛けていきます。
　　　◇作り手（作る参画）　　手作りが得意な方、はじめての方、どなたでも。
　　　◇支え手（資金面の参画）資材や資金を提供してくださるスポンサーさん
（３）職場や家庭ですぐに作れるマスク、1枚でも多くのマスクを！
作成するマスクは、寄贈用の布マスクと、家庭で使う紙マスク。５月中旬までに一枚でも多くのマスクを作る事が目標です。実行委員会作成でマスク作成の資材を提供し、YouTubeで作り方をお教えします。作成は簡単。もちろん自分の作り方で作っていただいてもいいです。
（４）プロジェクトの経過は、SNSなどを通じて共有・発信！
「わたしも１０枚作ったよ！」「資材の提供をいただきました！」そんな声や写真や動画をSNSなどを通じて発信していきます。積極的な発信にご協力ください！！
お問い合わせ先　支え合いマスクプロジェクト　事務局
住所　〒421-0113　静岡県静岡市駿河区下川原五丁目３４－１８
田丸屋本店内　支え合いマスクプロジェクト　事務局
電話番号　090-3582-7734　FAX　054-258-5479
Web www.shizuokamask.com  （2020年4月16日より）
Mail　：shizuokamask@gmail.com
Facebook　 支え合いマスクプロジェクト

口座：しずおか焼津信用金庫　駒形支店（008）　普通　0539250
支え合いプロジェクト　会計　杉本　忠重



